
5 広報とみさと　2018.4.1

　

市
委
嘱
の
相
談
員
が
各
地
区

の
公
共
施
設
や
依
頼
者
宅
へ
出

向
き
、
住
宅
の
耐
震
性
に
つ
い
て

個
別
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
日
程
な
ど
は
、

5
月
1
日
号
以
降
の
広
報
と
み

さ
と
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
・
申
込
先
　
都
市
計
画
課
宅
地
建
築
班
　

（
93
）
５
１
４
８
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業

　

住
宅
環
境
の
整
備
と
市
内
産
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
係
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

▼
対
象
者

○
市
に
住
民
登
録
し
、
個
人
住
宅

　

ま
た
は
併
用
住
宅
を
自
ら
所
有

　

し
、
居
住
し
て
い
る

○
建
築
後
、
１
年
以
上
経
過
し
て
い
る

○
市
税
を
完
納
し
て
い
る

▼
補
助
対
象
工
事

○
市
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
、

　

ま
た
は
市
内
の
個
人
事
業
主
が

　

行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
、
工

　

事
費
が
20
万
円
（
消
費
税
を
除

　

く
）
以
上

○
住
宅
の
床
面
積
を
増
加
さ
せ
ず

　

に
住
宅
機
能
の
維
持
・
向
上
の

　

た
め
に
行
う
修
繕
、
改
築
、
模

　

様
替
え
工
事

■
補
助
金
額

　

経
費
の
10
分
の
１

　

（
限
度
額
10
万
円
）

※
併
用
住
宅
は
、
個
人
住
宅
部
分

が
補
助
対
象

■
受
付
期
間
　

　

５
月
１
日
（
火
）
～

　

11
月
30
日
（
金
）

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

し
ま
す
。

※
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
契
約
前
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

○
補
助
は
、
一
住
宅
に
つ
き
１
回

　

限
り
で
す
。

○
施
工
箇
所
が
重
複
し
な
け
れ
ば
、

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
金

　

と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

問
・
申
込
先

　
都
市
計
画
課
宅
地
建
築
班

　

（
93
）
５
１
４
８
　

住
宅
耐
震
相
談
会

木
造
住
宅

耐
震
診
断
費
補
助
事
業

木
造
住
宅

耐
震
改
修
費
補
助
事
業

■
対
象　

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

○
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
さ
れ
た
も
の

○
市
内
に
自
ら
が
所
有
し
、
居
住

　

し
て
い
る

○
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用

　

住
宅

○
地
上
階
数
が
３
以
下
で
、
個
人

　

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面

　

積
の
２
分
の
１
以
上

■
補
助
率

　

経
費
の
３
分
の
２

　

（
限
度
額
８
万
円
）

■
受
付
期
間　

　

５
月
１
日
（
火
）
～

　

12
月
25
日
（
火
）

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

し
ま
す
。

※
耐
震
診
断
業
務
契
約
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

○
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
さ
れ
た
も
の

○
市
内
に
自
ら
が
所
有
し
、
居
住

　

し
て
い
る

○
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用

　

住
宅

○
地
上
階
数
が
３
以
下
で
、
個
人

　

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面

　

積
の
２
分
の
１
以
上

○
過
去
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け

　

て
い
な
い

○
市
税
を
完
納
し
て
い
る

■
補
助
率

　

経
費
の
３
分
の
１

　

（
限
度
額
50
万
円
）

■
受
付
期
間

　

５
月
１
日
（
火
）
～

　

11
月
30
日
（
金
）

※
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

し
ま
す
。

※
耐
震
改
修
工
事
契
約
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

応
援
し
ま
す
！

　

地
震
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

意
見
募
集

富
里
市
空
家
等
対
策
計
画
（
案
）

　　

市
で
は
、
空
家
な
ど
の
適
正
な

管
理
と
活
用
の
た
め
、「
富
里
市

空
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
計
画
案
を
作
成
し
た
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　

４
月
３
日
（
火
）
～
23
日
（
月
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
閲
覧
場
所

　

都
市
計
画
課
、
日
吉
台
出
張

所
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

■
意
見
書
の
提
出
方
法

　

意
見
書
（
様
式
自
由
）
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

○
都
市
計
画
課
、
日
吉
台
出
張
所
、

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

の
い
ず
れ
か
に
持
参

○
Ｆ
Ａ
Ｘ　

○
電
子
メ
ー
ル　

○
郵
送
（
23
日
の
消
印
有
効
）　

■
そ
の
他

　

提
出
さ
れ
た
意
見
と
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
方
や
、
意
見
を

考
慮
し
て
案
を
修
正
し
た
時
は
、

内
容
と
理
由
を
公
表
し
ま
す
。

問
・
提
出
先
　

　
都
市
計
画
課
宅
地
建
築
班

　

（
93
）
５
１
４
８

　
ＦＡⅩ
　（
93
） 

５
１
５
３

　

to
s
h
ik

e
ik

a
k
u
@

c
ity

.

　
　 to

m
is

a
to

.lg
.jp

　
〒
２
８
６

－

０
２
９
２

　
　（
住
所
不
要
）

　２月17日、中央公園野球場で総合型地域スポーツクラブ「富里南桜

クラブ」が主催する、小学生を対象にした野球教室が開催されました。

　当日は20人の小学生が参

加し、富里市役所野球部の部

員が講師として野球少年を個

別指導。少年たちは、真剣な

眼差しで指導・アドバイスを

受けていました。

ス
ポ
ー
ツ

総合型地域スポーツクラブ

小学生を対象に野球教室を開催

教　

育

とみっこ大学第 1 期修了式

多様な体験学習を通して生きる力を育む

　

２
月
25
日
、
社
会
体
育
館
を
会
場
に
「
第
38
回
市
柔
・
剣
道
大
会
」

の
剣
道
の
部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
近
隣
の
市
町
か
ら
小
・
中
学
生
合
わ
せ
て
53
チ
ー
ム
、

３
１
８
人
が
出
場
し
、
会
場
内
は
掛
け
声
「
気
合
い
」
や
竹
刀
で
打
ち

合
う
音
、
応
援
の
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
出
場
し
た
団
体
・
個
人
戦
の
主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

団
体
戦
　

小
学
生
の
部
　
　
　
　

第
３
位
　

　
富
士
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

中
学
生
女
子
の
部

第
３
位
　
富
里
中
学
校

個
人
戦

小
学
生
男
子
の
部
　

第
３
位
　
谷
田
真
咲
人

　

（
富
士
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

小
学
生
女
子
の
部

第
3
位
　
中
林　

由
乃

　

（
富
士
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

中
学
生
女
子
の
部

第
３
位
　
川
瀨　

美
桜 

　

（
富
里
中
学
校
）　

　
　
　
　
　
　
　

＜

敬
称
略＞

スポーツ

市
体
育
協
会
剣
道
専
門
部
主
催

第
38
回
市
柔
・
剣
道
大
会
剣
道
の
部　２月17日、とみっこ大学第１期生の修了式が行われました。

　とみっこ大学とは、平成29年7月～平成30年2月までの間に計15回、

環境学習や陶芸体験など、日常とは異なる場所で様々な体験活動を通し

て子どもたちの学ぶ意欲を引出し、生きる力を育むことを目的に開設さ

れたものです。

　この日は最後の学習と

して、敬愛大学教育ボラ

ンティアサークル「Ｉ r

ｉ s（アイリス）」の皆さ

んによる指導のもと、書

道パフォーマンスに挑戦

し、全日程を終えました。

― その１ ―

▲
�

団
体
戦
、
中
学
生
女
子
の
部
で
第
3
位

に
な
っ
た
富
里
中
学
校
の
皆
さ
ん

▲�団体戦、小学生の部で第3位になっ
た富士スポーツ少年団Aの皆さん


